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稲沢市の地域展開について 

文部科学省は、将来にわたり生徒がスポーツ・文化活動に親しむ機会の確保をすることを目的
として、令和５年度からの３年間を改革推進期間と定め、地域移行の活性化を進めてきました。
そして、さらなる推進を図るために、改革実行期間として、令和 8～10年度を前期、11～13年
度を後期と定め、休日については次期改革期間内に、原則、すべての学校部活動において地域展
開の実現を目指しています。 
稲沢市では、これまでの検討委員会で、市としての方向性や目指す姿などの検討を進め、具体
的な姿が固まりつつあります。その中で、話し合われた内容について報告させていただきます。
今後も検討を積み重ねて、よりよい形にしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「いな活」について 

※ 参加を希望する「いな活」の種目が平日の学校での部活動の種目と異なっても構いません。 
※ 「いな活」では、活動拠点（大会等を含む）への移動は、自転車や保護者の送迎等になり
ます。引率の教職員はいないため、原則、現地集合・現地解散となります。 

※ 大会参加について、令和 8年度の中小学校体育連盟主催（夏）の大会には「学校（学校部
活動）での出場」となり、令和 8年度２学期以降は、原則、「いな活（地域移行部活動）で
の出場」となります。 

※ 生徒への配慮とともに保護者の負担も考慮し、年間を通して参加する大会や対外試合、文
化芸術等の大会・コンクール等を精選し、計画的に参加していきます。 

「いな活」参加に係る保護者負担について 

基本的に指導報酬等以外は保護者負担となります。
令和 7 年現在で、スポーツ保険料が年額約８００円、
連絡ツール利用料（アスフィール社の部活アプリを利
用予定）が年額約１０００円かかります。個人で使う
道具などの消耗品（シューズやラケット、グローブ等）
は、今まで通り各家庭で購入していただきます。大会
参加費や登録費、その他の必要な費用は、保護者の了
解を得てから費用を集めます。保護者の負担を考え、
精選していきます。 
原則として、毎月決まった金額の徴収は行いません。 

稲沢市部活動地域移行だより 

 

保護者負担 

市費 

令和９年度～
改革実行期間（後期）

～令和１３年度

１０月～１２月 １月～３月 ４月～８月
（夏の大会・コンクール迄）

平日

実証事業の実施①
（活動拠点）

実証事業の実施②
（活動拠点）

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ
ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ、剣道

ｻｯｶｰ、ｿﾌﾄﾃﾆｽ
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

地域団体 平日・休日

令和9年度～
改革実行期間（後期）
～令和１３年度

いな活（地域移行部活動）
地域クラブ（地域移行部活動）

中小学校体育連盟
主催の大会参加に

ついて

各中学校での活動（部活動ガイドラインに従って活動）

スポーツ・文化団体での活動（地域クラブ）

令和７年度 令和8年度

令和8年度夏季大会まで、学校部活動での出場 いな活（地域移行部活動）での出場

休日のいな活（地域移行部活動）
での活動開始

※いな活ガイドラインに従って活動
新１・２年生

いな活の参加希望
調査実施

今後の地域移行（展開）スケジュール

令和７年度 令和８年度

各中学校での活動（部活動ガイドラインに従って活動）　

運営主体 活動日

学校
休日

いな活（地域移行部活動）
地域クラブ（地域移行部活動）

での活動

９月～ いな活 開始



実証事業がはじまりました 

来年度の２学期から始まる「いな活」に向けて、部活動指導員が中心となって実証事業が行わ

れています。実証事業では、拠点校に集まって行う活動の課題等を洗い出し、「いな活」が円滑

に実施できるようしていきます。 

２学期はソフトボール・ハンドボール・剣道、３学期はサッカー・バスケットボール・ソフト

テニスが月に１回程度、拠点校に集まって行います。 

現在、行われている種目の部活動指導員からは、「普段人数が少なくてできない練習ができた

り、いつもより緊張感があって、活気が出てきたりしている」という報告を受けています。また、

子どもたちからも「いつもと違う仲間と一緒に練習をして、楽しかった」「新しい練習方法を知

ることができてよかった」と好意的な意見が出ていました。 

＜実証事業の様子＞ 

 

令和 8年度のいな活の拠点校予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いな活では、生徒が種目と拠点校を自分で選ぶことができます。例えば、平日は学校でバレー

ボールを行い、休日はいな活でサッカーを行うことができます。また、軟式野球をやりたいとき

には、稲沢中・千代田中・大里中・祖父江中から選んで、その学校で活動に参加することができ

ます。 

※ この拠点校予定を基準として、生徒の参加希望数や部活動指導員の集まり具合等により、
拠点校を変更することがあります。 

 
〔お問い合わせ先〕 稲沢市教育委員会 学校教育課 0587-32-1111（内線 458） 

稲沢中 明治中 千代田中 大里中 治郎丸中 稲沢西中 大里東中 祖父江中 平和中

軟式野球 〇 〇 〇 〇

ソフトボール 〇 〇

サッカー 〇 〇 〇 〇

ソフトテニス男子 〇 〇 〇

ソフトテニス女子 〇 〇 〇 〇

ハンドボール男子 〇 〇

ハンドボール女子 〇 〇

バレーボール男子 〇 〇 〇

バレーボール女子 〇 〇 〇 〇

バスケットボール男子 〇 〇 〇 〇

バスケットボール女子 〇 〇 〇 〇

卓球男子 〇 〇

卓球女子 〇 〇

剣道 〇 〇

ブラスバンド（吹奏楽） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


